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令和８年度 東京都立田園調布特別支援学校 学校経営計画 

 

                     東京都立田園調布特別支援学校長 川﨑 淳子 

 

 

 本校は、昨年度、開校２０周年を迎えた。これまでの教育の成果を礎として、２１年目の新たな１歩

を踏み出すにあたり、本校がこれまで大切にしてきた地域等との連携や協働の関係をさらに充実させ、

生徒の豊かな社会参加と自立を実現するための教育活動をより一層推進していく。 

令和８年度は、国内・外の社会情勢や教育環境の変化等を踏まえ、より持続可能な教育の充実を目指

し取り組みを行っていく。そして、高等部普通科設置校としての役割や、教育の在り方について見直し、

より生徒が「わくわく」する教育活動を目指し取り組んでいく。加えて、生徒の卒業後の豊かな社会生

活を実現するために、キャリア教育の充実を図っていく。また、近年頻発する大規模災害等に備えて、

より地域との連携を深め、地域の防災拠点としての機能の向上にも努めていく。 

 令和７年３月に策定された「東京都教育施策大綱」や「東京都特別支援教育推進計画（第二期）第三

次実施計画」の基本理念、学習指導要領に基づいて、生徒の自ら学ぼうとする姿勢や意欲を高め、これ

からの社会で自分の役割を果たし活躍できる力を養うため、本校は、地域や社会に開かれた教育課程を

展開するとともに、生徒が地域で生き生きと生活するための教育を一層推進していく。 

 

Ⅰ 目指す学校  

  「生徒一人一人が、社会参加と自立できる学校」～生徒の可能性を広げ、地域に貢献する学校～ 

 １ 生徒の人権を尊重し、生徒も自他を大切にする学校 

 ２ 一人一人の教育的ニーズに応じ生徒の能力を伸長し、可能性を広げる学校 

 ３ 生徒の社会参加と自立に必要な力を育み、支援する学校 

 ４ 生徒の心と体の健康づくりを推進し、安心・安全に学校生活を送ることができる学校 

 ５ 開かれた学校として信頼され、地域に貢献できる学校 

 

Ⅱ 中期的目標とその達成に向けた方策 

  「考えて、思いを込めて実施する。あなたのために」 

 これまで実施してきた教育活動を継続し、更に発展・充実させるため、教職員全員が指導・教

育活動の意味を考え、生徒に伝え、意識して実践することを本校の教育及び学校経営の基本理念

として、以下の中期的目標と方策に取り組む。 

 

１ 人権を尊重し、自他を大切にする教育の推進 

  ① 生徒の心情や生活年齢等に配慮した人権を尊重する教育の推進 

  ② 自己肯定感や自己有用感、お互いの良さを認め合う気持ちや態度の育成 

  ③ 教育活動全体を通じて道徳教育を推進し、思いやりや規範意識の醸成 

  ④ いじめや体罰、不適切な指導の根絶と未然防止の徹底 

  ⑤ 生徒の意思や選択を尊重する生徒主体の教育の推進 

 

２ 教育的ニーズに応じ、最大限に能力を伸長し、可能性を広げる教育の推進 

  ① 生徒の障害特性や発達段階に応じた根拠に基づいた指導の充実 

  ② 特別支援学校外部専門員（以下「外部専門員」という。）との連携及び研修等による授業力の向   

   上 

  ③ 個別指導計画及び年間指導計画の一層の充実と計画に基づく個に応じた指導内容・方法の創意 

工夫 
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  ④ 一人１台端末を活用し、生徒の学びへの興味・関心を高め、主体性を引き出す授業の実施 

 

３ 生徒の実態に応じた社会参加と自立に向けた指導・支援の充実 

  ① 卒業後のキャリア発達を視野に入れたキャリア教育の実施 

  ② 社会参加に求められるソフトスキルに重点を置いた指導体制の整備 

  ③ 生徒本人が望む進路希望の実現に向けた指導・支援の充実 

  ④ 生活支援及び就労に関わる機関等との連携の強化 

  ⑤ これからのデジタル社会に適応するＩＣＴ機器の活用促進と利用スキルの向上 

   

４ 心と体の健康づくりの推進及び安心・安全な教育環境の整備 

  ① 心身の健康づくりの推進及び生徒の自殺予防に資する教育の実施 

  ② 災害や不審者を想定した安全の確保及び危機管理体制の整備 

  ③ 事故の未然防止に向けた指導及び環境の整備 

  ④ 一人通学の実現に向けた計画的な指導の実施 

  ⑤ 感染症対策、アレルギー等の事故防止に対する取組の推進 

  ⑥ 生徒一人一人の心情に寄り添う相談体制の整備 

 

５ 地域や関係機関との連携及び地域貢献の充実 

  ① 地域への社会貢献活動や交流事業の充実 

  ② 高等学校及び地域関係者からの相談等への支援 

  ③ 学校生活支援シート（個別の教育支援計画）、個別移行支援計画に基づく連携した支援体制の確 

   立 

  ④ 高等学校との交流及び共同学習の実現 

  ⑤ ホームページ等を活用した本校の教育に関する積極的な情報発信 

 

６ 組織的な学校運営の推進 

① 保護者との信頼関係の構築と連携の強化 

  ② ＳＮＳ等を活用した効果的で分かりやすい情報発信の工夫 

  ③ 外部の専門家を含め学校全体で展開する教育活動及び組織としての対応 

  ④ ライフ・ワーク・バランスの推進による、全ての教職員の働き方の意識改革 

  ⑤ 情報の共有と活用促進による風通しの良い職場づくり 

  ⑥ チームとして協力して課題解決に取り組む職場風土の醸成とＯＪＴ体制の整備 

  ⑦ 効率的で適正な予算執行による働きやすい職場環境の整備 

 

Ⅲ 今年度の取組目標とその達成に向けた具体的方策 

１ 教育活動の目標と方策 

 (1) 人権を尊重し、自他を大切にする教育の推進 

  ア 教員による生徒の人権に配慮した呼称、態度及び言葉遣いの徹底 

    〔巡回による指導、研修、アンケート及び聞き取り調査 他〕 

  イ アセスメント等に基づく肯定的な、根拠のある、説明のできる指導の徹底 

    〔アセスメント結果に基づく個別指導計画の作成・評価、研究授業、外部専門員の活用 他〕 

  ウ 教育活動全体を通しての自他を大切にする道徳教育の推進 

    〔特に日常生活の指導、ホームルーム活動での推進 他〕 

  エ いじめ防止基本方針に基づく組織的な対応 

    〔面談、アンケート及び聞き取り調査、学校いじめ対策委員会、学校サポートチームの実施 他〕 
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  オ 生徒が希望や意見を伝えやすい仕組みと環境の整備 

    〔スクールアンケート箱の設置と活用、スクールカウンセラーの活用、個別面談の実施 他〕 

 

 (2) 教育的ニーズに応じ、最大限に能力を伸長し、可能性を広げる教育の推進 

  ア 一人一人の実態や障害特性に応じた、見通しのもてる分かりやすい授業の実施及び授業改善 

    〔構造化、視覚支援、外部専門員の活用、一人 1回以上の研究授業、校内研修の充実 他〕 

  イ 系統性のある各教科等の指導の充実 

    〔教科会による年間指導計画等の見直しと校内研究活動を通じた授業改善への取組、学校行事

と関連付けた校外活動等の実施 他〕 

  ウ 一人１台端末、ＩＣＴ機器や視聴覚教材、外部機関を活用した指導の工夫及び充実 

    〔個人端末及びオンラインの日常的な活用、コミュニケーションツールとしての教材アプリ等

の活用、デジタル教材の作成と活用、外部専門員の活用、研究授業の実施 他〕 

  エ 保護者の参画による個別指導計画の作成、実施及び評価 

    〔個別面談や授業参観等の機会、学校評価、アンケート等による意見の集約と改善に向けた取

り組みの実施 他〕 

  オ 部活動等をとおした自己の力の伸長 

    〔練習、大会及び発表会等への参加、高齢者施設等への社会貢献活動の実施 他〕 

  カ 学校 2020レガシー 

    〔パラスポーツ等の体験、パラリンピアン等との交流 他〕 

 

 (3) 生徒の実態に応じた社会参加と自立に向けた指導・支援の充実 

  ア キャリアパスポート及びキャリア教育全体計画に基づく、個に応じたキャリア教育の推進 

    〔職業の時間の指導の充実、アセスメントをとおしたソフトスキル・ライフスキルの課題分析

と個別指導計画との連携、計画的な指導の実施 他〕 

  イ 社会参加に求められるソフトスキルに重点を置いた指導体制の整備 

    〔日常生活の指導の手立ての共有と入学直後の特別時間割による丁寧な指導の実施 他〕 

  ウ 進路希望の実現に向けた学習指導、生活指導及び進路指導の充実 

    〔作業学習、就業体験、産業現場等における実習、各種検定、学年会等での課題の共有と教育

活動全体を通じてのキャリア教育の実施 他〕 

  エ 地域等と連携した作業学習の充実 

    〔生産品の販売、地域施設でのサービスの提供及び作業の実施、外部専門員の活用 他〕 

  オ 主権者教育の実施 

    〔各教科、生徒会活動、係活動等を通じた指導の実施 他〕 

  カ 保護者への進路に関する情報提供 

    〔保護者会、説明会、進路便り、ＰＴＡとの連携 他〕 

  キ 生活支援機関及び就労に関わる機関等との連携の強化 

    〔学校生活支援シート（個別の教育支援計画）、個別移行支援計画、各種支援会議の実施 他〕 

  ク 一人 1台端末等の活用による作業学習の充実 

    〔メール等を活用した受注作業の導入、作業日誌の電子化、オンラインによる業務の進行管理 

他〕 

 

 (4) 心と体の健康づくりの推進及び安心・安全な教育環境の整備 

  ア 生命の大切さの理解及びＳＯＳの出し方に関する教育の実践 

    〔教育活動全般、特にホームルーム活動、保健体育、日常生活の指導、相談シート等の活用〕 

  イ 体力の向上 
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    〔保健体育の年間指導計画の見直し、体育祭、部活動、都の体育健康教育推進事業を活用した

朝の運動の充実と効果検証 他〕 

  ウ ＳＮＳの適切な使用、薬物乱用防止など健全育成に関わる教育の充実〕 

    〔ＳＮＳ東京ルールに基づくルール設定、生徒会による啓発活動、外部機関の活用、消費者教

育の実施 他〕 

  エ 警察、消防及び地域等と連携した多様な避難訓練及び防災訓練等の実施と対策本部の整備 

    〔様々な状況を想定した月１回の避難訓練、総合防災訓練、防災教育推進委員会、セーフティ

教室、マイタイムライン講習、防災機器の整備 他〕 

  オ 事故の未然防止に向けた指導及び環境の整備 

    〔毎月 1回の安全チェックの実施、毎日の巡回、企画室と連携した計画的な改修要望の提出、

安全衛生委員会、ヒヤリハットの共有 他〕 

  カ 一人通学の実現に向けた計画的な指導の実施 

    〔一人通学チェック表と一人通学指導計画に基づく計画的な指導と評価、全教員の輪番制によ

る通学路の安全点検の実施 他〕 

  キ アレルギー等校内における事故の未然防止 

    〔食物アレルギー対応委員会、アレルギー研修会、ＡＥＤ研修会、救命訓練の実施 他〕 

  ク 感染症対策の実施 

    〔生徒の実態に応じた衛生や予防等に関する指導、環境衛生の整備、衛生物品の整備 他〕 

  ケ 医療的ケア等、特別な対応に係る検討・体制整備 

  〔外部専門員の活用、医療的ケア安全委員会、給食運営委員会の実施 他〕 

コ 生徒一人一人の心情に寄り添う相談体制の整備 

  〔スクールカウンセラー、精神科医師や産婦人科医による相談、個別面談の実施 他〕 

 

 (5) 地域や関係機関との連携及び地域貢献の充実 

  ア 地域への社会貢献活動 

    〔清掃活動、部活動、作業製品の販売活動、高齢者施設等との交流活動、都の言語活動と図書

活動の充実事業を活用した読み聞かせ等の社会貢献活動の実施、校庭開放の実施 他〕 

  イ 高等学校等への支援 

    〔エリアネットワーク支援体制の整備、都立高校とのコーディネーター連絡会の開催、巡回等

による訪問、理解推進講演会等の活用、電話相談の実施 他〕 

  ウ 学校生活支援シート（個別の教育支援計画）及び個別移行支援計画の活用による関係機関及び

進路先との連携の充実 

    〔関係機関連絡会、支援会議等の実施 他〕 

  エ 行事等をとおしての交流及び共同学習 

    〔生徒会交流、地域の高等学校等との交流活動の実施 他〕 

  オ 様々な手段を活用した計画的な情報発信 

    〔ホームページ、Ｘ、Classi、学校公開、各種説明会、広報計画に基づく各種便りの発行、オ

ンライン化による実施形態の工夫、広報物のユニバーサルデザイン化 他〕 

  カ 都立学校開放事業による生涯教育の実施 

    〔本人講座、公開講座、学校開放事業運営委員会の実施 他〕 

 

 (6) 組織的な学校運営の推進 

  ア 保護者との連携の強化 

    〔保護者会、授業参観、個別面談、学校だより、学校行事、ＰＴＡとの連携 他〕 

  イ 教員及び経営企画室職員、外部の専門家、委託事業者等が一体となった教育活動の実施 
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    〔企画調整会議、各種委員会、報告・連絡・相談の徹底、丁寧な窓口・電話対応、各種手続き

の共通理解と適正化 他〕 

  ウ 法令や規則、その他の規程等を遵守し、服務等に関わる事故の防止 

    〔服務事故防止研修、自己申告制度における面接、日常的な注意喚起、巡回指導、記録とダブ

ルチェックの徹底 他〕 

  エ 適正な自律経営予算の策定及び執行 

    〔予算調整会議、一般需用費のセンター執行率の向上、備品、消耗品等の計画的な補充・廃棄・

更新、業者選定委員会の適正実施 他〕 

  オ 学校全体で取り組むライフ・ワーク・バランスの推進 

    〔超過勤務時間を意識した業務遂行、チームによる業務分担の平準化、情報共有と管理、ＯＪ

Ｔ体制の整備、教育課程の見直しと教材準備時間等の確保 他〕 

 

２ 重点目標と方策（数値目標） 

重点目標と方策 数値目標 

１ 人権を尊重した教育の推進 

 ・人権に関する研修会の実施 年間３回 

 ・生徒の人権に配慮した指導、一人一人を大切にした指導の保護者の評価 ９０％以上 

 ・生徒対象のアンケート及び聞き取り調査によるいじめ等の実態把握 年間３回 

２ 教育的ニーズに応じた、能力や可能性を最大限に引き出す教育の推進 

 ・研究授業の実施 全員実施 

 ・個別指導計画を活用した指導・支援の保護者評価 ９０％以上 

 ・一人１台端末、ＩＣＴ機器を活用した授業に対する保護者の評価 ７５％以上 

３ 生徒の実態に応じた社会参加と自立に向けた指導・支援の充実 

 ・各種検定の取得 のべ３０名以上 

 ・生徒が希望する進路の実現 １００％ 

 ・生産品の販売、地域施設でのサービスの提供及び作業の実施 年間３０回以上 

 ・進路指導に関わる情報提供に対する保護者の評価 ８０％以上 

４ 心と体の健康づくりの推進及び安心・安全な教育環境の整備 

 ・様々な状況を想定した避難訓練の実施 月１回 

 ・防犯対策に関わる保護者の評価 ８９％以上 

 ・アレルギー、摂食指導、ＡＥＤ等に関わる研修会の実施 年３回以上 

５ 地域や関係機関との連携及び地域貢献の充実 

 ・地域清掃活動や交流活動等を通じた地域への社会貢献活動 年間５回以上 

 ・学校からの情報発信に対する保護者の評価 ９５％以上 

６ 組織的な学校運営の推進 

 ・保護者の学校評価アンケートの回収率 ８５％以上 

 ・超過勤務時間を意識した業務遂行 ４５時間まで 

 


